Seventy Years among Books and Friends by 柳沢 英蔵
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sonのDr.Je々yl and Mr.Hydeや T71eaSuYle
IshZndや AnZnkmdVoyage& Travebwitha
Donkeyなど,またW.H.HudsonのG71eenMan-






















らにJespersenの The Essenth7由 of English
Grammerの勉強で英語を生き物として見るよう
になった｡












































































































(ll)Iwilemployhim ( )way( )
experiment.
(12)Heisquick( )pickinguplanguages.










































































































cinema, coffee, easel, negro,


































































































































































































































































































































































































































































































































































































ば,fuelの説明は ｢① (anything thatcan be


























































































































































































































































































































































782+xxv頁,12,000円) - 柳沢 英蔵
｢国民文学｣｢樹海｣ 短歌の制作は昭和二年か
ら五年にかけて ｢国民文学｣の普通会員として窪
田空穂先生に師事した｡英語の勉強に忙しくなっ
て退会したが,昭和三十五年に塚田青紀氏の勧め
で再加入をした｡昭和四十一年一月同人に加えら
れ,第二欄に入った｡昭和五十六年一月から自選
七首が第一欄に載るようになった｡｢樹海｣には,
昭和五十五年に加入したのだが,計らずも選者の
ように扱われることとなり,年に何回も山梨県に
出かけるようになった｡昭和五十四年春,生存者
叙勲で勲三等を授けられたが,それを記念して,
自選自序,編集校正配送一切を自分でやって,敬
集 ｢あまつばめ｣を刊行した｡｢茶の集ひけふ楽し
みて行く妻の梅雨の晴間の生絹 (すずし)の単衣｣
｢家の前行く人ありて踏む雪のきしみが聞ゆけふ
も真冬日｣｢イギリスの古典に懐く愛惜は罪の如し
も妻知らざれは｣などがある｡
長野大学産業社会学部 本州大学再建の企画が
実を結んで,長野大学と改称し,内容をあらため
たのは昭和四十九年四月からであった｡関戸学部
長の下で入試委員長やら雑多な校務に従った｡昭
和五十四年には付属図書館長,昭和五十八年には
長野大学長職務代理となり,さらに学校法人長野
学園理事長時務代理を兼ねることになり,ますま
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す読書から離れてしまった｡一方今更ではあるが, れなかった｡しかし,関係者の努力によって,校
組織とか運営とかについて目を閲かせられて,一 道が隆昌に向っているのは喜ばしい｡
匹狼の読書人としての生涯を反省しないではいら
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